
京都市醍醐交流会館の運営について 

この施設は、市民の皆さまの相互の交流を促進する活動等にご利用いただける施設とし

て平成９年に開館しました。 

 施設の主な取組（概要）  

○ ホール  

定員約２００名であり、十分な舞台スペースとグラ

ンドピアノなど本格的な機器類を備えていることから、

音楽・講演・演劇・ダンスなど多彩な催しに利用いた

だけます。 

○ 会議室  

会議・研修をはじめ、各種講座、ダンス練習、軽体操、

展示会など幅広い用途で利用いただけます。 

○ 音楽（多目的）スタジオ  

防音仕様になっているため、楽器を使った音楽練習など

に利用いただけます。 

○ 和室  

茶道や華道などのお稽古のほか、会議や着付練習などに利用いただけます。 

 令和７年度 施設運営に関する支出・収入  

＜支出＞ 利用者１人当たりの運営経費 1,216円(総額 6,011万円) 

人件費等 

350円 

（28.8％） 

施設整備費 

光熱水費等 

424円 

（34.9％） 

事務費 

181円 

（14.9％） 

その他 

260円 

（21.4％） 

 

＜収入＞ 利用者１人当たりの使用料収入 340円(総額 1,679万円) 

使用料収入 

340円 

（28.0％） 

差額 

876円 

（72.0％） 

 

※ 金額及び構成比は四捨五入しているため、合計が総額又は 100％と一致しない場合が

ある。 

 

【指定管理者：京都醍醐センター株式会社 075-575-2550】 

【所管課：京都市都市計画局都市企画部都市総務課 075-222-3610】 

京都市では、施設の運営状況を分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

公費負担（総額：4,332万円） 
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